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　「いくつか明かりを灯しておこう。
そうすれば泥棒に入られないから」と
いうのは、照明にまつわる古くからの
知恵である。
　スウェーデンを拠点に国際的にサー
ビスを展開する大手警備会社のセキュ
リタス社（Securitas）は現在、照明効
果に重きを置かず、強盗、不法侵入、
内部犯行といった不正行為から商用施
設を守るためのセキュリティ機構にな
くてはならないバックボーンとして照
明技術を利用する戦略によって、この
知恵をまったく新しいレベルへと引き
上げようとしている。
　ここで話しているのはもちろん、照
明ベースのモノのインターネット

（Internet of Things：IoT）のことであ
る。そこでは、センサと通信チップが
取り付けられた天井照明が、建物内の
状況を記録し、中央監視局に定期的に
最新情報を送信するほか、必要に応じ
てアラートを発行する。
　ストックホルムに拠点を置くセキュ
リタス社は、1015億スウェーデン・ク
ローナ（106億ドル）の売上高を誇る巨
大企業だ。同社のシニアビジネス開発
マネージャーを務めるクリスチャン・ラ
ンディン氏（Kristian Lundin）は、「こ
の事業を最初に始めたとき、照明は天
井のランプで、スイッチは壁にあった」
と述べた。

　しかし、そこからどれだけの変貌を
遂げたことだろうか。今では天井照明
に、基本的なプレゼンス検出を行うパ
ッシブ赤外（passive infrared：PIR）デ
バイスから、ワイヤレス無線デバイス
やあらゆる種類のセンサに至るまで、
さまざまなインターネット接続のチップ
が搭載できるようになっている。
　「プレゼンス検出に私たちは大変関心
を寄せている」とランディン氏は述べ、
すべてのオフィス照明にセンサを取り
付けることによって、セキュリタス社
は従来よりもはるかに細かい情報を警
備範囲から取得できるようになったと
指摘した。セキュリタス社が出入口付
近や廊下沿いに、これまで一般的に10
個のセンサを設置していた範囲に、照
明器具内部に組み込むことで、今では
約50 ～ 70個のセンサが配備できるよ
うになったと同氏は見積もった。
　「すべての照明にセンサを設置すれ
ば、メリットはかなり大きい」と同氏
は述べた。
　しかし、警備会社はどのようにしてそ
れらの照明にアクセスするのだろうか。

自然な取り合わせ
　ここで、セキュリタス社のパートナー
であるファガーフルト社（Fagerhult）を
紹介しよう。スウェーデンのハボを拠
点にLED照明を専門的に扱う同社は、

スタイリッシュな照明器具を提供して
いる。同社の「Sweep」エディションは、
センサに加えて、現在は廃業している
豪オーガニック・レスポンス社（Or 
ganic Response）から同社が2017年に
買収したアルゴリズム技術を装備す
る、特殊な製品である（http://bit.ly/ 
2V21DOc）。
　その技術は、当初から照明制御を目
的としており、他のスマートビル機能
にも活用することができる。
　セキュリタス社とファガーフルト社
は現在、スウェーデンのルンドにある
Medicon Village Science Parkで、こ
の概念の試験運用に共同で取り組んで
いる。ライフサイエンス関連の研究施
設やオフィスが入ったこの複合施設に
は、多数の創業まもないバイオテック
企業が拠点を構えている。
　ファガーフルト社は、この施設内の
約270×56フィート（82×17m）の細
長いラウンジ兼コーヒーエリアに、約
70個のLED照明器具を同数の古い蛍
光灯と交換する形で設置した。
　検出器はインターネット接続を介し
て、きめ細かいヒートマップ形式のリア
ルタイムのプレゼンス情報を、別のサ
イトにあるセキュリタス社のセキュリテ
ィオペレーションセンター（SOC）に送
信する。SOCでは、典型的な管制セン
ターのような室内に置かれた巨大スク
リーンにその情報が表示される。セキ
ュリタス社のSOCはスウェーデン国内
にあり、冗長性を持たせるために複数
の場所に分散されているという。
　セキュリタス社にとって大いに魅力

マーク・ハルパー

その計画の目的は、照明効果ではなかった。それ以外に何の目的があるのか
といえば、IoTである。ファガーフルト社とともにスウェーデンのバイオテッ
ク複合施設で行われた試験運用により、この概念は近いうちに市場に送り出
される可能性がある。

大手警備会社のセキュリタス、
照明の強盗抑制効果の再定義に挑戦
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的だったのは、この提携によって、セ
ンサを取り付けるという膨大な作業に
人員を割かずに済むことだった。
　「一人も作業員を派遣する必要がな
い」とランディン氏は述べた。「当社は、
既存インフラ、この場合は照明をベー
スに、セキュリティシステムを構築し
ている」（ランディン氏）。
　セキュリタス社のような警備サービ
ス会社は通常、セキュリティ製品を扱
う米ハネウェル社（Honeywell）などの
企業からスタンドアロンのセンサを購
入するが、ファガーフルト社のような
照明企業と手を組めば、コストを削減
できるとセキュリタス社は考えている。
またファガーフルト社にとっても、
IoTの活用という両方の業界に共通す
る目標に向けて、セキュリタス社との
提携は自然な流れだった。
　「両社は顧客層が似通っており、商
用施設を主に取り扱う点も共通してい
る」と、ファガーフルト社の制御およ
び接続ハブ担当マネージャーを務める
ダニエル・ウノソン氏（Daniel Unoson）
は述べた。

まずは、照明制御
　ファガーフルト社のケースでは、照
明を接続するのと同じワイヤレス技術
によって、ヒートマップをセキュリタ
ス社に提供し、それが照明制御の主要
な目的を果たす。Medicon Villageの
LED照明は、ファガーフルト社のアル
ゴリズム技術に従って、検出された動
きに応じて、インテリジェントに点灯、
消灯、明るさの変更を行う。
　オーガニック・レスポンス社の技術

（ファガーフルト社が同社買収後に市場
提 供を停 止し、社内に取り込んだ
[http://bit.ly/2V6BVbn]）は、ファガー
フルト社がフィンランドのソフトウエア
企業であるワイヤパス社（Wirepas）か
らライセンス供与を受けている、プロ
プライエタリなワイヤレスメッシュプロ
トコルを使って、プレゼンス情報を照
明器具間で中継しながら、インターネ
ット接続へと送り出す。
　「照明を制御するためのセンサを1個
取り付けて、そのセンサでセキュリテ
ィシステムを構成することができる。1
個のセンサが両方の機能を担う」とウ

ノソン氏は述べた。
　その仕組みは次のとおり。セキュリ
タス社のSOC職員は、異常がないか
をスクリーンで監視するとともに、ア
ラートを受信することもできる。そし
て疑わしい存在に気づいた場合は、今
度は職員が、オンサイトや近くの警備
員に対してアラートを送信する。セキ
ュリタス社の37万人の従業員の約
90%は警備員である。
　セキュリタス社は、火災などの緊急事
態が実際に発生した場合や避難訓練時
に、建物内に残っている人間がいるかど
うかを検出するなど、他の用途にもこの
システムを利用しようと考えている。
　「『火災警報が鳴った場合に、全員
が避難したことをどのようにして確認
すればよいのか』という質問が、顧客
から私たちに常に寄せられる。その確
認に役立つのがセンサだ」とランディ
ン氏は述べた（この使用事例から連想
するのが、本誌に掲載されている、オ
ーシャン・スプレー社のマサチューセッ
ツ州ミドルボロにあるクランベリー加
工工場に導入されているスマート照明

Medicon Villageはバイオテック
複合施設として、照明ベースの
IoTによる隙のない監視の下で、
ライフサイエンスの新しいアイデ
アを創出している（ファガーフルト
社とセキュリタス社が本稿掲載の
すべての写真を提供）。



24 2019.9  LEDs Magazine Japan

smart lighting | SECURITY SYSTEMS

である。この照明には、独オスラム社
傘下のデジタル・ルーメンズ社による
競合技術が採用されている）。

カメラが設置できない場所も
　PIRは、更衣室、ロッカールーム、
トイレなど、カメラ厳禁のプライベー
トな場所の様子も明らかにすることが
できる。カメラとは異なり、ファガー
フルト社のPIRは、デジタルヒートマ
ップという形で、顔認識なしのプレゼ
ンス検出を行う。このセンサは、特定
エリア内に残っている人の存在を検出
するだけでなく、トイレなどのエリア
が通常よりも長い時間占有されている

など、疑わしい行為の可能性を警備員
に通知することもできる。
　またこのセンサにより、警備員が1
日の終わりに小売または商用エリア全
体を見回る必要性も低下する。中央の
監視局から、施設内に人がいるかどう
かを伝えることができるためである。
　2018年4月に稼働を開始したMedi­
con Villageのパイロット実装は、警備
を主な目的としている。
　しかし、同じ種類のシステムを、施設
の利用状況に関するデータを施設管理
者に供給して、スペースの再設計や再
割り当てに関する洞察を与えるなどの目
的に利用することも可能だ。PIRセンサ

は、HVACシステムに接続して暖房や
冷房の調節に利用することもできる。
　「同じPIRを、照明制御や警備やそ
の他の目的に利用するのが理にかなっ
ている。複数のPIRを使用する必要は
ない」とウノソン氏は述べた。また、
スタンドアロンのPIRには通常バッテ
リーが搭載されていて、それが問題に
なっているが、組込み型のPIRは、照
明器具に供給される電力を利用できる
ので、バッテリーは不要である。
　しかし最終的には、ファガーフルト社
とセキュリタス社の提携関係を支えてい
るのは、IoTに対する共通の関心である。
照明業界が、照明をインターネットに接
続することを強く望んでいることは、こ
れまでにLEDs Magazineの多くの記事
で紹介してきたとおりである。警備業界
も類似の目的を抱えている。
　「当社の戦略は、IoTの断片化された
世界を調査することだ」とランディン氏
は述べた。その戦略は、セキュリタス
社の最高経営責任者（CEO）を務めるマ
グ ナ ス・ アール キ スト 氏（Magnus 
Ahlqvist）が2019年に入って発表した、
同社のITインフラを現代化してより効
率的な業務運用を目指す計画と、うま
く適合しているように思われる。
　しかしIoTは、セキュリタス社が10
年ほど前に着手したアプローチでもあ
る。同社は「Remote Electronic Secu­
ri ty Solution」（RESS）の一環として、
ビデオカメラをインターネットとSOC
に接続した。またセキュリタス社は、
ロボットやドローンといった他の最新
技術も取り入れている。PIR搭載のス
マート照明は、RESSの下で同社が手
掛ける最新の取り組みの1つである。
　PIRは、ビデオカメラ監視にプレゼ
ンス検出という新たなレイヤーを追加
する。ビデオカメラ監視は照明に組み
込まれる予定はなく、セキュリタス社

セキュリタス社のこのSOCの巨大スクリーンにおいて、ヒートマップはビデオ画像と同程度に重
要な役割を担う。
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はそれを施設の境界エリアに設置する
ことが多 い。Medicon Villageでは、
スウェーデンの監視カメラベンダーで
あるアクシス・コミュニケーションズ社

（Axis Communications）のカメラが採
用されている。ファガーフルト社の
CEOであるボディル・ソネッソン氏

（Bodil Sonesson）は、2018年10月に
ファガーフルト社のCEOに就任する前
まで、アクシス社のグローバルセール
ス担当バイスプレジデントを務めてい
た（http://bit.ly/2wIXK7p）。セキュ
リタス社、ファガーフルト社、アクシ
ス社が、Mediconのパイロットプログ
ラムに出資している。

外観の美しさも
　高精度なプレゼンス検出という機能
面以外に、セキュリタス社が、PIRを
照明器具に組み込むという概念を気に
入っている理由がもう1つある。外観

の美しさだ。ランディン氏が指摘して
いるように、「センサは見て美しいも
のではない」。照明器具の中に隠して
しまえば、何らかのインテリアデザイ
ンを採用するつもりの空間で問題にな
りがちな、外観上の問題が解決される。
　しかし、Medicon Villageにおける主
要目的は、純粋かつ単純に、侵入検出
の有効性を確認することである。そし
てその目的に向けてセキュリタス社は、
いくつかの明かりを灯しておくという昔
ながらの知恵に今後も従うつもりだ。
つまり、誰かが侵入すると、システム
はデフォルトで照明を点灯する。これ
は、特にセキュリティシステムの機能で
はなく、オーガニック・レスポンス社の
照明制御システムの機能である。
　セキュリタス社は、さらに一歩進め
て、警報器と点滅光を作動するように
システムをプログラムする計画であ
る。しかしその機能は、最初に提供す

る商用パッケージには含まれない。現
時点でPIRには改ざん防止機能がつい
ておらず、バックアップ電源もないた
めだ。つまり、大胆な侵入者ならば電
力を遮断するなどして、PIRを無効化
できてしまう。
　「それには今取り組んでいる最中だ。
照明器具内のPIRは、照明制御を目的
に開発されている。人がそこにいる時と
そこから離れた時を検出する。それで照
明制御には十分に有効である」とセキュ
リタス社のランディン氏は述べた。
　そしてそれは、高精度な照明ベース
のIoT侵入検出にも十分に有効である。
セキュリタス社は、（警報音や点滅光を
除く）その機能を2019年末までに一般
市場に投入したいと考えている。
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Medicon Villageに設置されたファガーフルト社のLED照明「Sweep」は、外観が美しいだけではない。それらは番犬のように賢く、タフである。


